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1 はじめに

現在，多種多様な論文が個々に存在している．研究者

にとって自分が行っている，または行おうとしている研

究が，現在どのように行われているかなど，関連研究の

論文を調べることは重要である．

近年ではインターネットの普及もあり，インターネッ

トを通じて様々な論文が公開されている．その論文を有

効に利用しようと論文をまとめ，検索するシステム等も

存在し，必要な論文が容易に検索できるシステムも構築

されている．1)

本研究では，GECCO（Genetic and Evolutionary
Computation Conference）2) に投稿されている個々の

論文同士をまとめ，利用者にとって必要な論文が容易に

検索できるシステムの構築を目指す．

2 インターネット上の既存システムの問題点

近年，インターネット上に様々な論文検索システムが

存在してる．しかし，既存システムでは，検索したキー

ワードと内容が一致した論文しか検索結果として表示し

ないシステムが多い．

このようなシステムは利用者にとって，検索した論文

が他の論文を参考文献に挙げている場合，その参考文献

を再度検索しなければならない．個々の論文同士がどの

ように結びついているかということや，どの論文が重要

な論文であるかということを利用者側が判断しなければ

ならず，利用者側への負担が大きい．

3 提案システム

3.1 システムの概要

2章の中で述べたように，既存システムは，Fig.1に
示すように，利用者側に負担がかかるものが多い．提案

システムは Fig.2に示すように，ウェブブラウザを通じ
てシステム側が利用者側に，論文の参考文献や，どの文

献が重要であるかを提示するシステムである．

尚，提案システムは GECCOに投稿された論文を対
象とし，GECCOの論文ネットワークを構築する．

3.2 システムの機能

提案システムは 2章で述べた問題を改善しつつ，論文
ネットワークを構築する．以下に示す特徴を有する．

Fig. 1 既存システム

Fig. 2 提案システム

• キーワード検索
既存システムにもあるように，利用者からの検索

キーワードと内容の一致する論文を提示する．

• 論文ネットワークの構築
提案システムでは，論文がその他の論文を参考文

献として挙げている場合，その論文と参考文献を関

連付ける．また，参考文献がさらに参考文献を挙げ

ている場合，その参考文献同士も関連づけ，論文全

体がどのようなネットワークで繋がっているかを提

示する．

• Ajax（Asynchronous JavaScript + XML）を用い
たインターフェース

提案システムは論文同士のネットワークを作成す

る．その全体の論文ネットワークは巨大なものと

なる．そのため，利用者が論文全体のネットワーク

を閲覧をすることはできないため，ある論文ネット

ワークの一部分を表示することになる．

利用者が表示されていないその他の論文を閲覧し

たい場合には，Ajaxを用いて表示を伴う画面遷移
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を減らし，負荷を減らす．

3.3 提案システムの利用

• 利用手順
利用者から検索キーワードが入力されると，検索

キーワードと内容の一致する論文の一覧を表示す

る．その一覧の中からいずれかの論文が選択される

と，その論文を中心として，関連のある論文ネット

ワークを表示する．また，ウェブブラウザに出力さ

れた部分以外の論文ネットワークを閲覧したい場合

には，画面を遷移させることによって閲覧すること

が可能となる．

• 提案システムのインターフェース
以下の Fig.3に提案システムのインターフェース
を示す．

Fig. 3 提案システムのインターフェース

キーワード検索機能（１）と，キーワード検索と

一致した論文の一覧（２），選択された論文ネット

ワークの表示（３）を行うインターフェースを構築

する．

3.4 提案システムの利点

提案システムの利点は，個々に存在している論文を，

参考文献を次々に辿ることによって，論文同士を関連付

け，論文全体のネットワークを構築する．これをウェブ

ブラウザで利用することにより，論文同士の関連性や，

また多くの文献から参考文献として挙げられている論文

が重要であるということを，システム側から利用者側に

提示することができる点である．

4 現状の報告と今後の方針

現状の報告

• データベースの設計

• データベースへの論文の格納（約 20本）

• データベースを用いた論文ネットワークの作成

• キーワード検索機能

今後の方針

• GECCOに投稿されたすべての論文のデータベー
スへの格納

• Ajaxを用いて非同期通信を行い，ユーザーに負荷
のかからないインターフェースの作成

• 構築された論文ネットワーク特性の検討 3)

5 まとめ

本報告では，個々の論文同士を結びつけ，全体として

どのような論文ネットワークになっているかを，容易に

判断できるシステムの構築について報告を行った．

インターネット上の既存システムの多くは，論文が個々

に存在しており，論文同士がどのような関連性をもって

いるかを，利用者側が容易に判断することができない．

提案システムを用いることによって，論文同士がどのよ

うな関連性を持っているか，どの論文が重要であるか，

また論文全体のネットワークを利用者側が容易に判断す

ることができる．
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